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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　第１シリンダ（35）と、
　　上記第１シリンダ（35）の内壁面に沿って公転して該第１シリンダ（35）の内壁面と
の間に流体を圧縮する第１圧縮室（39）を形成する円筒状の第１ピストン（45）と、
　　回転中心軸（70a）に対して第１方向に偏心して上記第１ピストン（45）が外嵌され
る第１偏心部（76）を有し、回転する駆動軸（70）とを備えたロータリ圧縮機であって、
　　上記駆動軸（70）は、
　　　上記第１シリンダ（35）の一端面を閉塞する端板（25）に形成された第１軸受部（
27）に回転自在に支持されて上記駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に
形成された第１軸部（74）と、
　　　上記第１軸部（74）と上記第１偏心部（76）とを連結する第１連結部（90）とを有
し、
　　　上記第１偏心部（76）の半径をＲｅ１とし、上記第１軸部（74）の半径をＲ１とし
、上記第１偏心部（76）の偏心量をｅ１としたときに、Ｒｅ１－ｅ１＜Ｒ１となるように
構成され、
　　上記第１連結部（90）は、上記端板（25）内に設けられ、外面が上記駆動軸（70）の
径方向において上記第１偏心部（76）の外面から外側にはみ出ないように形成される一方
、外面が上記駆動軸（70）の径方向において上記第１軸部（74）の外面よりも外側に位置
する強化部（92）を有している
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ことを特徴とするロータリ圧縮機。
【請求項２】
　　請求項１において、
　　第２シリンダ（30）と、
　　上記第２シリンダ（30）の内壁面に沿って公転して該第２シリンダ（30）の内壁面と
の間に流体を圧縮する第２圧縮室（34）を形成する円筒状の第２ピストン（40）とをさら
に備え、
　　上記駆動軸（70）は、
　　　軸方向において上記第１偏心部（76）の上記第１連結部（90）とは反対側に設けら
れ、上記回転中心軸（70a）に対して上記第１方向とは逆方向の第２方向に偏心して上記
第２ピストン（40）が外嵌される第２偏心部（75）と、
　　　上記第１偏心部（76）と上記第２偏心部（75）とを連結する中間連結部（80）とを
さらに有し、
　　上記中間連結部（80）は、上記第１方向側の領域に形成され、上記第１偏心部（76）
に隣接して配置されて外面が上記駆動軸（70）の径方向において上記第１偏心部（76）の
外面よりも内側で且つ上記第２偏心部（75）の外面よりも外側に位置する第１中間強化部
（82）を有している
ことを特徴とするロータリ圧縮機。
【請求項３】
　　請求項２において、
　　上記中間連結部（80）は、上記第２方向側の領域に形成され、上記第２偏心部（75）
に隣接して配置されて外面が上記駆動軸（70）の径方向において上記第２偏心部（75）の
外面よりも内側で且つ上記第１偏心部（76）の外面よりも外側に位置する第２中間強化部
（83）を有している
ことを特徴とするロータリ圧縮機。
【請求項４】
　　請求項３において、
　　上記中間連結部（80）は、上記第１中間強化部（82）と上記第２中間強化部（83）と
が上記駆動軸（70）の軸方向に一部重なるように形成され、
　　上記中間連結部（80）において上記第１中間強化部（82）と上記第２中間強化部（83
）とが上記駆動軸（70）の軸方向に重なる部分の少なくとも一部（86）は、上記駆動軸（
70）の回転中心軸と同軸の円柱形状に形成されている
ことを特徴とするロータリ圧縮機。
【請求項５】
　　請求項２乃至４のいずれか１つにおいて、
　　上記駆動軸（70）は、軸方向において上記第２偏心部（75）の上記中間連結部（80）
とは反対側に連続し、上記駆動軸（70）を回転駆動する電動機（10）が連結されると共に
上記第２シリンダ（30）の一端面を閉塞する端板（20）に形成された第２軸受部（22）に
回転自在に支持されて上記駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に形成さ
れた第２軸部（72）をさらに有し、
　　上記第１軸部（74）は、上記第２軸部（72）よりも小径に形成されている
ことを特徴とするロータリ圧縮機。
【請求項６】
　　請求項５において、
　　上記駆動軸（70）が貫通する中央孔（51）が形成され、上記第１シリンダ（35）と上
記第２シリンダ（30）との間において該第１シリンダ（35）及び第２シリンダ（30）の他
端面をそれぞれ閉塞して上記第１ピストン（45）及び上記第２ピストン（40）の他端面と
摺接する中間端板（50）を備え、
　　上記第１偏心部（76）は、上記第２偏心部（75）よりも小径に形成されている
ことを特徴とするロータリ圧縮機。
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【請求項７】
　　請求項５又は６において、
　　上記駆動軸（70）は、上記第２偏心部（75）の半径をＲｅ２とし、上記第２軸部（72
）の半径Ｒ２とし、上記第２偏心部（75）の偏心量をｅ２としたときに、Ｒｅ２－ｅ２≧
Ｒ２となるように構成されている
ことを特徴とするロータリ圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、流体を吸入して圧縮するロータリ圧縮機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　　従来、シリンダ内でピストンを偏心回転させて冷媒を圧縮するロータリ圧縮機が知ら
れている。この種のロータリ圧縮機の中には、駆動軸の偏心部の直径とシリンダ高さを増
大することなく偏心量のみを増大させることによって、シリンダとピストンの摺動損失を
増大させずに容量の増大を図ることとしたものがある（例えば、下記特許文献１参照）。
【０００３】
　　ところで、上記ロータリ圧縮機において、駆動軸の偏心部の直径を保ったまま偏心量
を増大させると、偏心部の反偏心側の外面が非偏心軸部（主軸部、副軸部）の反偏心側の
外面よりも偏心側に位置する、つまり、駆動軸の反偏心側の外面が偏心部で偏心側へ凹ん
だ形状になる。このような構成では、ピストンを主軸部や副軸部側から駆動軸の軸方向に
移動させながら偏心部に組付ける際に、ピストンが偏心部の軸方向端面に当接してそれ以
上軸方向に移動させられず、ピストンを偏心部に取り付けることができない。
【０００４】
　　そこで、特許文献１に記載のロータリ圧縮機では、駆動軸の主軸部の偏心部に隣接す
る一部分の反偏心側の外面を偏心部の反偏心側の外面に合わせて切り欠くことにより、ピ
ストンを偏心部に組付ける際にピストンを偏心部に外嵌可能な位置までずらすためのスペ
ースを確保している。このような構成により、ピストンを主軸部側から駆動軸の軸方向に
移動させながら偏心部に組付ける際に、主軸部の切り欠き部分において切り欠きによって
確保されたスペースを利用してピストンを偏心部に外嵌可能な位置（駆動軸の径方向にお
いてピストンの内周面が偏心部の外周面の外側に位置する位置）まで駆動軸の径方向にず
らすことができる。上記ロータリ圧縮機では、このようにしてピストンの偏心部への組付
けを可能にしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開昭６１－１０８８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　　しかしながら、上記ロータリ圧縮機のように、ピストンを偏心部に外嵌可能に構成す
るために主軸部の偏心部に隣接する一部分の反偏心側の外面を切り欠く構成では、駆動軸
の偏心部付近の径が小さくなるため、駆動軸の撓みが大きくなるという問題があった。
【０００７】
　　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的は、駆動軸の偏心部の偏
心量を増大させたロータリ圧縮機において、駆動軸の撓みを抑制することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　　第１の発明は、第１シリンダ（35）と、上記第１シリンダ（35）の内壁面に沿って公
転して該第１シリンダ（35）の内壁面との間に流体を圧縮する第１圧縮室（39）を形成す
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る円筒状の第１ピストン（45）と、回転中心軸（70a）に対して第１方向に偏心して上記
第１ピストン（45）が外嵌される第１偏心部（76）を有し、回転する駆動軸（70）とを備
えたロータリ圧縮機であって、上記駆動軸（70）は、上記第１シリンダ（35）の一端面を
閉塞する端板（25）に形成された第１軸受部（27）に回転自在に支持されて上記駆動軸（
70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に形成された第１軸部（74）と、上記第１軸
部（74）と上記第１偏心部（76）とを連結する第１連結部（90）とを有し、上記第１偏心
部（76）の半径をＲｅ１とし、上記第１軸部（74）の半径をＲ１とし、上記第１偏心部（
76）の偏心量をｅ１としたときに、Ｒｅ１－ｅ１＜Ｒ１となるように構成され、上記第１
連結部（90）は、上記端板（25）内に設けられ、外面が上記駆動軸（70）の径方向におい
て上記第１偏心部（76）の外面から外側にはみ出ないように形成される一方、外面が上記
駆動軸（70）の径方向において上記第１軸部（74）の外面よりも外側に位置する強化部（
92）を有している。
【０００９】
　　第１の発明では、電動機（10）によって駆動軸（70）が回転駆動されると、該駆動軸
（70）の第１偏心部（76）に外嵌された第１ピストン（45）が第１シリンダ（35）内にお
いて公転し、該第１シリンダ（35）と第１ピストン（45）とによって区画された第１圧縮
室（39）の容積が変化することによって流体が圧縮される。
【００１０】
　　また、上記ロータリ圧縮機（1）では、第１偏心部（76）の半径Ｒｅ１から第１偏心
部（76）の偏心量ｅ１を減じた長さ、即ち、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から第１
偏心部（76）の第２方向（反偏心方向）の外面までの長さ（駆動軸（70）の回転中心軸（
70a）から第１偏心部（76）の外面までの長さの最小値）が、第１軸部（74）の半径Ｒ１

よりも小さくなるように構成されている。つまり、上記ロータリ圧縮機（1）では、第１
偏心部（76）を、第２方向側（反偏心側）の外面が第１軸部（74）の第２方向側（反偏心
側）の外面に対して第１方向側（偏心側）に凹むように構成することで、第１偏心部（76
）の径を大きくすることなく偏心量のみを増大させている。
【００１１】
　　ところで、上述のように駆動軸（70）の第２方向側の外面が第１偏心部（76）で偏心
側へ凹んだ構成では、第１ピストン（45）を第１軸部（74）側から駆動軸（70）の軸方向
に移動させながら第１偏心部（76）に組付ける際に、第１ピストン（45）が第１偏心部（
76）の軸方向端面に当接してそれ以上軸方向に移動させられず、第１ピストン（45）を第
１偏心部（76）に取り付けることができない。
【００１２】
　　そこで、上記ロータリ圧縮機（1）では、第１偏心部（76）と第１軸部（74）との間
に外面が駆動軸（70）の径方向において第１偏心部（76）の外面から外側にはみ出ないよ
うに形成された第１連結部（90）を設けている。つまり、駆動軸（70）の第１偏心部（76
）と第１軸部（74）との間に、第２方向側の外面が第１偏心部（76）と同様に、第１軸部
（74）の第２方向側の外面に対して第１方向側へ凹んだ第１連結部（90）を設けている。
このような第１連結部（90）を設けることにより、第１ピストン（45）を第１偏心部（76
）に組付ける際に第１ピストン（45）を第１偏心部（76）に外嵌可能な位置までずらすた
めのスペースを確保している。つまり、上記ロータリ圧縮機（1）では、第１ピストン（4
5）を第１軸部（74）側から駆動軸（70）の軸方向に移動させて第１偏心部（76）に外嵌
させる際に、第１ピストン（45）を第１連結部（90）の外周において駆動軸（70）の径方
向に移動させて第１偏心部（76）に外嵌可能な位置（駆動軸（70）の径方向において第１
ピストン（45）の内周面が第１偏心部（76）の外周面の外側に位置する位置）までずらす
ことができる。このようにして第１連結部（90）の外周において第１ピストン（45）をず
らした後、再び、第１ピストン（45）を駆動軸（70）の軸方向に移動させることで第１ピ
ストン（45）を第１偏心部（76）に取り付けることができる。
【００１３】
　　ところで、第２方向側の外面が第１軸部（74）の第２方向側の外面に対して第１方向
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側へ凹んだ第１連結部（90）の第１方向側の外面まで第１軸部（74）の第１方向側の外面
からはみ出さないように揃えると、該第１連結部（90）は第１軸部（74）よりも細くなり
、駆動軸（70）が第１連結部（90）でくびれて撓み易くなる。
【００１４】
　　そこで、第１の発明では、このような第１連結部（90）に、外面が駆動軸（70）の径
方向において第１軸部（74）の外面よりも外側に位置する強化部（92）を設けることにし
た。このような強化部（92）を設けて第１連結部（90）を太く形成することにより、駆動
軸（70）の撓みが抑制される。
【００１５】
　　第２の発明は、第１の発明において、第２シリンダ（30）と、上記第２シリンダ（30
）の内壁面に沿って公転して該第２シリンダ（30）の内壁面との間に流体を圧縮する第２
圧縮室（34）を形成する円筒状の第２ピストン（40）とをさらに備え、上記駆動軸（70）
は、軸方向において上記第１偏心部（76）の上記第１連結部（90）とは反対側に設けられ
、上記回転中心軸（70a）に対して上記第１方向とは逆方向の第２方向に偏心して上記第
２ピストン（40）が外嵌される第２偏心部（75）と、上記第１偏心部（76）と上記第２偏
心部（75）とを連結する中間連結部（80）とをさらに有し、上記中間連結部（80）は、上
記第１方向側の領域に形成され、上記第１偏心部（76）に隣接して配置されて外面が上記
駆動軸（70）の径方向において上記第１偏心部（76）の外面よりも内側で且つ上記第２偏
心部（75）の外面よりも外側に位置する第１中間強化部（82）を有している。
【００１６】
　　第２の発明では、第１偏心部（76）と第２偏心部（75）とを連結する中間連結部（80
）の第１方向側の領域に、外面が第１偏心部（76）の外面よりも内側で且つ第２偏心部（
75）の外面よりも外側に位置する第１中間強化部（82）を第１偏心部（76）に隣接して設
けている。このような第１中間強化部（82）を設けることにより、偏心回転する第１偏心
部（76）と第２偏心部（75）との間の中間連結部（80）の第１偏心部（76）寄りの部分が
太く形成される。
【００１７】
　　第３の発明は、第２の発明において、上記中間連結部（80）は、上記第２方向側の領
域に形成され、上記第２偏心部（75）に隣接して配置されて外面が上記駆動軸（70）の径
方向において上記第２偏心部（75）の外面よりも内側で且つ上記第１偏心部（76）の外面
よりも外側に位置する第２中間強化部（83）を有している。
【００１８】
　　第３の発明では、第１偏心部（76）と第２偏心部（75）とを連結する中間連結部（80
）の第２方向側の領域に、外面が第２偏心部（75）の外面よりも内側で且つ第１偏心部（
76）の外面よりも外側に位置する第２中間強化部（83）を第２偏心部（75）に隣接して設
けている。このような第２中間強化部（83）を設けることにより、偏心回転する第１偏心
部（76）と第２偏心部（75）との間の中間連結部（80）の第２偏心部（75）寄りの部分も
太く形成される。
【００１９】
　　第４の発明は、第３の発明において、上記中間連結部（80）は、上記第１中間強化部
（82）と上記第２中間強化部（83）とが上記駆動軸（70）の軸方向に一部重なるように形
成され、上記中間連結部（80）において上記第１中間強化部（82）と上記第２中間強化部
（83）とが上記駆動軸（70）の軸方向に重なる部分の少なくとも一部（86）は、上記駆動
軸（70）の回転中心軸と同軸の円柱形状に形成されている。
【００２０】
　　第４の発明では、中間連結部（80）において第１中間強化部（82）と第２中間強化部
（83）とが駆動軸（70）の軸方向に一部重なり、その重なる部分の一部（86）が駆動軸（
70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に形成されている。このように中間連結部（8
0）の軸方向の中間部において第１中間強化部（82）と第２中間強化部（83）とが重なる
部分の一部（86）が円柱形状に形成される。
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【００２１】
　　第５の発明は、第２乃至第４のいずれか１つの発明において、上記駆動軸（70）は、
軸方向において上記第２偏心部（75）の上記中間連結部（80）とは反対側に連続し、上記
駆動軸（70）を回転駆動する電動機（10）が連結されると共に上記第２シリンダ（30）の
一端面を閉塞する端板（20）に形成された第２軸受部（22）に回転自在に支持されて上記
駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に形成された第２軸部（72）をさら
に有し、上記第１軸部（74）は、上記第２軸部（72）よりも小径に形成されている。
【００２２】
　　ところで、偏心部を複数備えた多気筒ロータリ圧縮機において、径を大きくすること
なく偏心量のみを増大させた偏心部を、駆動軸において電動機が連結されて副軸部よりも
大径の主軸部側に設けると、従来のロータリ圧縮機のように、主軸部の偏心部に隣接する
一部分の反偏心側の外面を切り欠かかなければピストンを偏心部に外嵌可能に構成できな
い。このような構成では、駆動軸において電動機が連結されて大きな強度が求められる主
軸部の偏心部に隣接する部分の径が小さくなるため、駆動軸の撓みが大きくなるおそれが
ある。
【００２３】
　　これに対し、第５の発明では、径を大きくすることなく偏心量のみを増大させた第１
偏心部（76）が、駆動軸（70）の電動機（10）が連結された大径の第２軸部（72）側に設
けられるのではなく、該第２軸部（72）よりも小径の第１軸部（74）側に設けられている
。そのため、第１ピストン（45）を第１偏心部（76）に外嵌可能に構成するために第２方
向側の外面が第１方向側へ凹んだ第１連結部（90）も、大径の第２軸部（72）ではなく小
径の第１軸部（74）に連結されることとなる。よって、駆動軸（70）において電動機（10
）が連結されて大きな強度が求められる第２軸部（72）の径が小さくなることがなく、強
度低下を招かない。
【００２４】
　　第６の発明は、第５の発明において、上記駆動軸（70）が貫通する中央孔（51）が形
成され、上記第１シリンダ（35）と上記第２シリンダ（30）との間において該第１シリン
ダ（35）及び第２シリンダ（30）の他端面をそれぞれ閉塞して上記第１ピストン（45）及
び上記第２ピストン（40）の他端面と摺接する中間端板（50）を備え、上記第１偏心部（
76）は、上記第２偏心部（75）よりも小径に形成されている。
【００２５】
　　第６の発明では、第１偏心部（76）を第２偏心部（75）よりも小径に形成している。
そのため、中間端板（50）の取り付けに際し、該中間端板（50）を駆動軸（70）の第１軸
部（74）側から小径の第１偏心部（76）の外周を通過させて第１シリンダ（35）と第２シ
リンダ（30）との間に取り付けるようにすることで、中間端板（50）が容易に第１シリン
ダ（35）と第２シリンダ（30）との間に取り付けられる。
【００２６】
　　第７の発明は、第５又は第６の発明において、上記駆動軸（70）は、上記第２偏心部
（75）の半径をＲｅ２とし、上記第２軸部（72）の半径Ｒ２とし、上記第２偏心部（75）
の偏心量をｅ２としたときに、Ｒｅ２－ｅ２≧Ｒ２となるように構成されている。
【００２７】
　　第７の発明では、第２偏心部（75）の半径Ｒｅ２から第２偏心部（75）の偏心量ｅ２

を減じた長さ、即ち、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から第２偏心部（75）の第１方
向（反偏心方向）の外面までの長さ（駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から第２偏心部
（75）の外面までの長さの最小値）が、第２軸部（72）の半径Ｒ２以上になるように構成
されている。つまり、上記ロータリ圧縮機（1）では、第１偏心部（76）を、第２方向側
（反偏心側）の外面が第１軸部（74）の第２方向側（反偏心側）の外面に対して第１方向
側（偏心側）に凹むように構成することで、第１偏心部（76）の径を大きくすることなく
偏心量のみを増大させる一方、第２偏心部（75）を、反偏心側（第１方向側）の外面が第
２軸部（72）の反偏心側の外面に対して偏心側（第２方向側）に凹ませないようにしてい
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る。
【００２８】
　　ところで、駆動軸（70）の第１方向側の外面が第２偏心部（75）で偏心側へ凹んだ構
成では、第２ピストン（40）を第２軸部（72）側から駆動軸（70）の軸方向に移動させな
がら第２偏心部（75）に組付ける際に、第２ピストン（40）が第２偏心部（75）の軸方向
端面に当接してそれ以上軸方向に移動させられず、第２ピストン（40）を第２偏心部（75
）に取り付けることができない。そのため、このような場合、第２ピストン（40）につい
ても、第１ピストン（45）と同様に、駆動軸（70）の第１連結部（90）が形成された第１
軸部（74）側から軸方向に移動させながら第２偏心部（75）に組付ける必要があり、組立
性に劣る。
【００２９】
　　しかしながら、上記ロータリ圧縮機（1）では、駆動軸（70）の外面が第２偏心部（7
5）において偏心側へ凹まないように構成している（Ｒｅ２－ｅ２≧Ｒ２）。そのため、
第１及び第２ピストン（45,40）を第１及び第２偏心部（76,75）に組付ける際に、第１ピ
ストン（45）は第１軸部（74）側から、第２ピストン（40）は第２軸部（72）側から駆動
軸（70）を挿入すればよい。
【発明の効果】
【００３０】
　　第１の発明によれば、第１偏心部（76）の径を増大させることなく偏心量のみを増大
させたため、第１シリンダ（35）と第１ピストン（45）の摺動損失を増大させずに容量の
増大を図ることができる。
【００３１】
　　また、第１の発明によれば、第１偏心部（76）と第１軸部（74）との間に、外面が駆
動軸（70）の径方向において第１偏心部（76）の外面から外側にはみ出ないように形成さ
れた第１連結部（90）を設けることとしたため、第１偏心部（76）の径を増大させること
なく偏心量のみを増大させても、第１ピストン（45）を第１偏心部（76）に組付けること
ができる。
【００３２】
　　また、第１の発明によれば、第１連結部（90）に、外面が駆動軸（70）の径方向にお
いて第１軸部（74）の外面よりも外側に位置する強化部（92）を設けることにした。その
ため、第１連結部（90）を、第２方向側の外面が第１軸部（74）の第２方向側の外面に対
して第１方向側へ凹むように形成しても、強化部（92）によって第１連結部（90）が太く
形成されるため、駆動軸（70）の撓みを抑制することができる。
【００３３】
　　また、第２の発明によれば、第１偏心部（76）と第２偏心部（75）とを連結する中間
連結部（80）の第１方向側の領域に、外面が第１偏心部（76）の外面よりも内側で且つ第
２偏心部（75）の外面よりも外側に位置する第１中間強化部（82）を第１偏心部（76）に
隣接して設けることとした。このような第１中間強化部（82）を設けることにより、偏心
回転する第１偏心部（76）と第２偏心部（75）との間の中間連結部（80）の第１偏心部（
76）寄りの部分を太く形成することができる。従って、駆動軸（70）の撓みを抑制するこ
とができる。
【００３４】
　　また、第３の発明によれば、第１偏心部（76）と第２偏心部（75）とを連結する中間
連結部（80）の第２方向側の領域に、外面が第２偏心部（75）の外面よりも内側で且つ第
１偏心部（76）の外面よりも外側に位置する第２中間強化部（83）を第２偏心部（75）に
隣接して設けることとした。このような第２中間強化部（83）を設けることにより、偏心
回転する第１偏心部（76）と第２偏心部（75）との間の中間連結部（80）の第２偏心部（
75）寄りの部分も太く形成することができる。従って、駆動軸（70）の撓みをより抑制す
ることができる。
【００３５】
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　　また、第４の発明によれば、中間連結部（80）において第１中間強化部（82）と第２
中間強化部（83）とが駆動軸（70）の軸方向に一部重なり、その重なる部分の一部（86）
を駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に形成することとした。このよう
に中間連結部（80）の軸方向の中間部において第１中間強化部（82）と第２中間強化部（
83）とが重なる部分の一部（86）を円柱形状に形成することにより、中間連結部（80）の
軸方向の中間部を太く形成することができる。従って、駆動軸（70）の撓みをより抑制す
ることができる。
【００３６】
　　また、第５の発明によれば、径を大きくすることなく偏心量のみを増大させた第１偏
心部（76）を、駆動軸（70）の電動機（10）が連結された大径の第２軸部（72）側に設け
るのではなく、該第２軸部（72）よりも小径の第１軸部（74）側に設けることとした。そ
のため、第１ピストン（45）を第１偏心部（76）に外嵌可能に構成するために第２方向側
の外面が第１方向側へ凹んだ第１連結部（90）も、大径の第２軸部（72）ではなく小径の
第１軸部（74）に連結されることとなる。よって、駆動軸（70）において電動機（10）が
連結されて大きな強度が求められる第２軸部（72）の強度低下を招くことがなく、駆動軸
（70）の撓みの増大を抑制することができる。
【００３７】
　　また、第６の発明によれば、第１偏心部（76）を第２偏心部（75）よりも小径に形成
した。そのため、中間端板（50）の取り付けに際し、該中間端板（50）を駆動軸（70）の
第１軸部（74）側から小径の第１偏心部（76）の外周を通過させて第１シリンダ（35）と
第２シリンダ（30）との間に取り付けるようにすることで、中間端板（50）の中央孔（51
）の孔径を大径化させることなく中間端板（50）を容易に第１シリンダ（35）と第２シリ
ンダ（30）との間に取り付けることができる。
【００３８】
　　また、第７の発明によれば、駆動軸（70）の外面が第２偏心部（75）において偏心側
へ凹まないように構成した（Ｒｅ２－ｅ２≧Ｒ２）。そのため、第１及び第２ピストン（
45,40）を第１及び第２偏心部（76,75）に組付ける際に、第１ピストン（45）は第１軸部
（74）側から、第２ピストン（40）は第２軸部（72）側から駆動軸（70）を挿入すること
によって組付けることができる。これにより、第２ピストン（40）を、第１偏心部（76）
を乗り越えさせて第２偏心部（75）に組付けるようなことなく、直接、第２偏心部（75）
に組付けることができる。従って、第７の発明によれば、組立性を向上させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図１は、ロータリ圧縮機の縦断面図である。
【図２】図２は、ロータリ圧縮機の圧縮機構の縦断面図である。
【図３】図３は、図２のIII－III断面を示す圧縮機構の横断面図である。
【図４】図４は、図２のIV－IV断面を示す圧縮機構の横断面図である。
【図５】図５は、ロータリ圧縮機の下側ピストンの下面側を示す斜視図である。
【図６】図６は、ロータリ圧縮機の駆動軸の要部の正面図である。
【図７】図７は、ロータリ圧縮機の駆動軸の要部の縦断面図である。
【図８】図８は、図７のＡ－Ａ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図９】図９は、図７のＢ－Ｂ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図１０】図１０は、図７のＣ－Ｃ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図１１】図１１は、図７のＤ－Ｄ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図１２】図１２は、図７のＥ－Ｅ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図１３】図１３は、図７のＦ－Ｆ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図１４】図１４は、図７のＧ－Ｇ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図１５】図１５は、図７のＨ－Ｈ断面を示す駆動軸の横断面図である。
【図１６Ａ】図１６Ａは、駆動軸に下側ピストンを取り付ける工程を示す工程図である。
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【図１６Ｂ】図１６Ｂは、駆動軸に下側ピストンを取り付ける工程を示す工程図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　　本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下で説明する実施形態
および変形例は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あるいはその用
途の範囲を制限することを意図するものではない。
【００４１】
　　《発明の実施形態１》
　　本発明の実施形態１について説明する。
【００４２】
　　－圧縮機の全体構成－
　　図１に示すように、本実施形態の圧縮機は、全密閉型のロータリ圧縮機（1）である
。ロータリ圧縮機（1）では、圧縮機構（15）と電動機（10）とがケーシング（2）に収容
されている。このロータリ圧縮機（1）は、蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行う冷媒回路に
設けられ、蒸発器で蒸発した冷媒を吸入して圧縮する。
【００４３】
　　ケーシング（2）は、起立した状態の円筒状の密閉容器である。ケーシング（2）は、
円筒状の胴部（3）と、胴部（3）の端部を閉塞する一対の鏡板（4,5）とを備えている。
胴部（3）の下部には、吸入管（図示省略）が取り付けられる。上側の鏡板（4）には、吐
出管（6）が取り付けられる。
【００４４】
　　電動機（10）は、ケーシング（2）の内部空間の上部に配置されている。電動機（10
）は、固定子（11）と回転子（12）とを備えている。固定子（11）は、ケーシング（2）
の胴部（3）に固定されている。回転子（12）は、後述する圧縮機構（15）の駆動軸（70
）に取り付けられている。
【００４５】
　　圧縮機構（15）は、所謂揺動ピストン型のロータリ式流体機械である。ケーシング（
2）の内部空間において、圧縮機構（15）は、電動機（10）の下方に配置されている。
【００４６】
　　－圧縮機構－
　　図２に示すように、圧縮機構（15）は、二気筒のロータリ式流体機械である。圧縮機
構（15）は、フロントヘッド（20）と、リアヘッド（25）と、駆動軸（70）とを、一つず
つ備えている。また、圧縮機構（15）は、シリンダ（30,35）と、ピストン（40,45）と、
ブレード（41,46）とを二つずつ備えている。各シリンダ（30,35）には、対になった二つ
のブッシュ（42,47）が、一組ずつ設けられている。また、圧縮機構（15）は、中間プレ
ート（50）を備えている。
【００４７】
　　圧縮機構（15）では、下方から上方へ向かって順に、リアヘッド（25）と、下側シリ
ンダ（第１シリンダ）（35）と、中間プレート（50）と、上側シリンダ（第２シリンダ）
（30）と、フロントヘッド（20）とが重なり合った状態で配置されている。リアヘッド（
25）と、下側シリンダ（35）と、中間プレート（50）と、上側シリンダ（30）と、フロン
トヘッド（20）とは、図外の複数本のボルトによって互いに締結されている。また、圧縮
機構（15）は、フロントヘッド（20）がケーシング（2）の胴部（3）に固定されている。
【００４８】
　　　〈第１シリンダ、第２シリンダ〉
　　図２～図４に示すように、各シリンダ（30,35）は、厚肉円板状の部材である。下側
シリンダ（35）が第１シリンダを構成し、上側シリンダ（30）が第２シリンダを構成する
。各シリンダ（30,35）には、シリンダボア（31,36）と、ブレード収容孔（32,37）と、
吸入ポート（33,38）とが形成される。また、上側シリンダ（30）と下側シリンダ（35）
は、それぞれの厚さが等しい。なお、図３及び図４では図示を省略するが、各シリンダ（
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30,35）には、圧縮機構（15）の組み立て用のボルトを挿し通すための貫通孔などの、各
シリンダ（30,35）を厚さ方向に貫通する複数の貫通孔が形成される。
【００４９】
　　シリンダボア（31,36）は、シリンダ（30,35）を厚さ方向に貫通する円形孔であって
、シリンダ（30,35）の中央部に形成される。上側シリンダ（30）のシリンダボア（31）
には、上側ピストン（第２ピストン）（40）が収容される。下側シリンダ（35）のシリン
ダボア（36）には、下側ピストン（第１ピストン）（45）が収容される。上側シリンダ（
30）のシリンダボア（31）の内径φＤＣＵと、下側シリンダ（35）のシリンダボア（36）
の内径とφＤＣＬは、互いに等しい（図２参照）。
【００５０】
　　ブレード収容孔（32,37）は、シリンダ（30,35）の内周面（即ち、シリンダボア（31
,36）の外縁）からシリンダ（30,35）の径方向の外側へ向かって延びる孔である。このブ
レード収容孔（32,37）は、シリンダ（30,35）を厚さ方向に貫通する。上側シリンダ（30
）のブレード収容孔（32）には、上側ブレード（41）が収容される。下側シリンダ（35）
のブレード収容孔（37）には、下側ブレード（第１ブレード）（46）が収容される。ブレ
ード収容孔（32,37）は、そのブレード収容孔（32,37）を取り囲む壁面（シリンダ（30,3
5）の一部）が揺動するブレード（41,46）と干渉しないような形状となっている。
【００５１】
　　吸入ポート（33,38）は、シリンダ（30,35）の内周面（即ち、シリンダボア（31,36
）の外縁）からシリンダ（30,35）の径方向の外側へ向かって延びる断面が円形の孔であ
る。この吸入ポート（33,38）は、ブレード収容孔（32,37）の近傍（本実施形態では、図
３及び図４におけるブレード収容孔（32,37）の右隣）に配置され、シリンダ（30,35）の
外側面に開口している。上側シリンダ（30）の吸入ポート（33）には上側吸入管（図示省
略）が挿入され、下側シリンダ（35）の吸入ポート（38）には下側吸入管（図示省略）が
挿入される（図１参照）。
【００５２】
　　　〈フロントヘッド〉
　　フロントヘッド（20）は、上側シリンダ（30）の電動機（10）側の端面（図２におけ
る上端面）を閉塞する部材である。このフロントヘッド（20）は、本体部（21）と、主軸
受部（第２軸受部）（22）と、外周壁部（23）とを備えている。
【００５３】
　　本体部（21）は、概ね円形の厚板状に形成されている。この本体部（21）は、上側シ
リンダ（30）の端面を覆うように配置される。本体部（21）の下面は、上側シリンダ（30
）に密着している。主軸受部（22）は、本体部（21）から電動機（10）側（図１における
上側）へ延びる円筒状に形成され、本体部（21）の中央部に配置される。この主軸受部（
22）は、圧縮機構（15）の駆動軸（70）を支持するジャーナル軸受を構成する。外周壁部
（23）は、本体部（21）の外周縁部に連続して形成された肉厚の環状の部分である。
【００５４】
　　フロントヘッド（20）には、吐出ポート（24）が形成されている。吐出ポート（24）
は、フロントヘッド（20）の本体部（21）を、その厚さ方向に貫通する。図３に示すよう
に、フロントヘッド（20）の本体部（21）の下面（上側シリンダ（30）と接する面）にお
いて、吐出ポート（24）は、上側シリンダ（30）のブレード収容孔（32）の吸入ポート（
33）とは逆側の近傍（本実施形態では、図３におけるブレード収容孔（32）の左隣）に開
口する。また、図示しないが、フロントヘッド（20）の本体部（21）には、吐出ポート（
24）を開閉するための吐出弁が取り付けられる。
【００５５】
　　　〈リアヘッド〉
　　リアヘッド（25）は、下側シリンダ（35）の電動機（10）とは逆側の端面（図１にお
ける下端面）を閉塞する部材である。リアヘッド（25）は、本体部（26）と、副軸受部（
第１軸受部）（27）と、外周壁部（28）とを備えている。
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【００５６】
　　本体部（26）は、概ね円形の厚板状に形成されている。この本体部（26）は、下側シ
リンダ（35）の端面を覆うように配置される。本体部（26）の上面は、下側シリンダ（35
）に密着している。副軸受部（27）は、本体部（26）から下側シリンダ（35）とは逆側（
図２における下側）へ延びる円筒状に形成され、本体部（26）の中央部に配置される。こ
の副軸受部（27）は、圧縮機構（15）の駆動軸（70）を支持するジャーナル軸受を構成す
る。外周壁部（28）は、本体部（26）の外周縁部から下側シリンダ（35）とは逆側へ延び
る円筒状に形成されている。外周壁部（28）の長さ（高さ）は、副軸受部（27）の長さ（
高さ）と実質的に等しい。
【００５７】
　　リアヘッド（25）には、吐出ポート（29）が形成されている。吐出ポート（29）は、
リアヘッド（25）の本体部（26）を、その厚さ方向に貫通する。図４に示すように、リア
ヘッド（25）の本体部（26）の上面（下側シリンダ（35）と接する面）において、吐出ポ
ート（29）は、下側シリンダ（35）のブレード収容孔（37）の吸入ポート（38）とは逆側
の近傍（本実施形態では、図４におけるブレード収容孔（37）の左隣）に開口する。また
、図示しないが、リアヘッド（25）の本体部（26）には、吐出ポート（29）を開閉するた
めの吐出弁が取り付けられる。
【００５８】
　　　〈中間プレート〉
　　図２に示すように、中間プレート（50）は、上側プレート部材（60）と下側プレート
部材（65）とによって構成されている。上側プレート部材（60）と下側プレート部材（65
）は、概ね円形の平板状の部材である。上側プレート部材（60）と下側プレート部材（65
）のそれぞれは、一部分が径方向の外側へ突出している。なお、図示を省略するが、各プ
レート部材（60,65）には、圧縮機構（15）の組み立て用のボルトを挿し通すための貫通
孔等、各プレート部材（60,65）を厚さ方向に貫通する複数の貫通孔が形成される。
【００５９】
　　図２に示すように、上側プレート部材（60）と下側プレート部材（65）は、互いに重
なり合うことによって中間プレート（50）を構成している。上側プレート部材（60）は、
上側シリンダ（30）側に配置され、上側シリンダ（30）の端面（図２における下面）を覆
っている。上側プレート部材（60）の上面は、上側シリンダ（30）に密着している。下側
プレート部材（65）は、下側シリンダ（35）側に配置され、下側シリンダ（35）の端面（
図２における上面）を覆っている。下側プレート部材（65）の下面は、下側シリンダ（35
）に密着している。下側プレート部材（65）の上面は、上側プレート部材（60）の下面に
密着している。
【００６０】
　　中間プレート（50）の中央部、即ち、上側プレート部材（60）及び下側プレート部材
（65）の中央部には、中間プレート（50）を厚さ方向へ貫通する中央孔（51）が形成され
ている。中間プレート（50）の中央孔（51）には、駆動軸（70）が挿し通される。
【００６１】
　　上側プレート部材（60）の内周部の上端部には、中央孔（51）に向かって環状に突出
する上側環状凸部（62）が形成され、下側プレート部材（65）の内周部の下端部には、中
央孔（51）に向かって環状に突出する下側環状凸部（67）が形成されている。このような
上側環状凸部（62）及び下側環状凸部（67）により、中央孔（51）の上端部分と下端部分
とは、中間部分に比べて直径が小さく形成される。なお、本実施形態では、中央孔（51）
の上端部分と下端部分の直径は等しくφＤｏであり、この中央孔（51）の上端部分と下端
部分の直径φＤｏは、下側偏心部（76）の外径φＤｅＬよりも大きく、上側偏心部（75）
の外径φＤｅＵよりも小さい（φＤｅＬ＜φＤｏ＜φＤｅＵ）。
【００６２】
　　　〈駆動軸〉
　　図１及び図２に示すように、駆動軸（70）は、主軸部（第２軸部）（72）と、上側偏
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心部（第２偏心部）（75）と、中間連結部（80）と、下側偏心部（第１偏心部）（76）と
、下側連結部（第１連結部）（90）と、副軸部（第１軸部）（74）とを備えている。ここ
では、駆動軸（70）の概要を説明する。駆動軸（70）の詳細な構造は後述する。
【００６３】
　　駆動軸（70）では、主軸部（72）と、上側偏心部（75）と、中間連結部（80）と、下
側偏心部（76）と、下側連結部（90）と、副軸部（74）とが、上から下へ向かって順に配
置されている。駆動軸（70）において、主軸部（72）と、上側偏心部（75）と、中間連結
部（80）と、下側偏心部（76）と、下側連結部（90）と、副軸部（74）とは、互いに一体
に形成されている。
【００６４】
　　主軸部（72）及び副軸部（74）は、円形断面の柱状あるいは棒状の部分である。主軸
部（72）の上部には、電動機（10）の回転子（12）が取り付けられる。主軸部（72）の下
部は、フロントヘッド（20）の主軸受部（22）によって支持されるジャーナルを構成し、
副軸部（74）は、リアヘッド（25）の副軸受部（27）によって支持されるジャーナルを構
成する。副軸部（74）の外径は、主軸部（72）の外径よりも小さい。主軸部（72）の半径
をＲＭ（第２軸部の半径Ｒ２）とし、副軸部（74）の半径をＲＳ（第１軸部の半径Ｒ１）
とすると、駆動軸（70）は、２ＲＳ＜２ＲＭとなるように構成されている。
【００６５】
　　各偏心部（75,76）は、主軸部（72）よりも大径の円柱状の部分である。上側偏心部
（75）が第２偏心部を構成し、下側偏心部（76）が第１偏心部を構成する。各偏心部（75
,76）は、それぞれの中心軸（75a,76a）が駆動軸（70）の回転中心軸（70a）に対して偏
心している（図６参照）。上側偏心部（75）は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）に対
して、下側偏心部（76）とは反対側へ偏心している。図２に示すように、下側偏心部（76
）の外径φＤｅＬは、上側偏心部（75）の外径φＤｅＵよりも小さい（φＤｅＬ＜φＤｅ

Ｕ）。
【００６６】
　　中間連結部（80）は、上側偏心部（75）と下側偏心部（76）の間に配置され、上側偏
心部（75）と下側偏心部（76）を連結する。下側連結部（90）は、下側偏心部（76）と副
軸部（74）の間に配置され、下側偏心部（76）と副軸部（74）を連結する。
【００６７】
　　駆動軸（70）には、給油通路（71）が形成されている（図２参照）。ケーシング（2
）の底部に溜まった潤滑油は、給油通路（71）を通って駆動軸（70）の軸受けや圧縮機構
（15）の摺動部分へ供給される。
【００６８】
　　　〈上側ピストン、下側ピストン〉
　　図３及び図４に示すように、各ピストン（40,45）は、やや厚肉の円筒状の部材であ
る。上側ピストン（40）が第２ピストンを構成し、下側ピストン（45）が第１ピストンを
構成する。図２に示すように、上側ピストン（40）の高さＨＰＵは、下側ピストン（45）
の高さＨＰＬと等しい（ＨＰＵ＝ＨＰＬ）。また、上側ピストン（40）の外径φＤＰＵと
、下側ピストン（45）の外径φＤＰＬとは、互いに等しい。一方、下側ピストン（45）の
内径は、上側ピストン（40）の内径よりも小さい。従って、下側ピストン（45）の径方向
の厚さは、上側ピストン（40）の径方向の厚さよりも厚い。
【００６９】
　　図２及び図３に示すように、上側ピストン（40）には、駆動軸（70）の上側偏心部（
75）が回転自在に嵌り込む。上側ピストン（40）は、外周面が上側シリンダ（30）の内周
面と摺動し、一方の端面がフロントヘッド（20）の本体部（21）の下面と摺動し、他方の
端面が中間プレート（50）の上側プレート部材（60）の上面と摺動する。圧縮機構（15）
では、上側ピストン（40）の外周面と上側シリンダ（30）の内周面との間に圧縮室（第２
圧縮室）（34）が形成される。
【００７０】
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　　図２及び図４に示すように、下側ピストン（45）には、駆動軸（70）の下側偏心部（
76）が回転自在に嵌り込む。下側ピストン（45）は、外周面が下側シリンダ（35）の内周
面と摺動し、一方の端面がリアヘッド（25）の本体部（21）の上面と摺動し、他方の端面
が中間プレート（50）の下側プレート部材（65）の下面と摺動する。圧縮機構（15）では
、下側ピストン（45）の外周面と下側シリンダ（35）の内周面との間に圧縮室（第１圧縮
室）（39）が形成される。
【００７１】
　　図２，図４及び図５に示すように、下側ピストン（45）には、内周溝（48）が形成さ
れている。ここでは、内周溝（48）の概要のみを説明し、詳細な構造については、後述す
る。
【００７２】
　　内周溝（48）は、下側ピストン（45）の内周面に、内周面の周方向の一部に亘って形
成された細長い窪みである。内周溝（48）は、下側ピストン（45）の内周面の下端に沿っ
て形成され、図２における下側ピストン（45）の下端に開口する。下側ピストン（45）の
内周溝（48）は、深さ（下側ピストン（45）の径方向の長さ）の最大値（最大深さ）が“
Ｄ”であり、高さ（下側ピストン（45）の中心軸方向の長さ）が“Ｈ”である（図２，図
５，図１６Ａ参照）。
【００７３】
　　　〈上側ブレード、下側ブレード〉
　　ブレード（41,46）は、矩形平板状の部材である。上側ブレード（41）は上側ピスト
ン（40）と一体に形成され、下側ブレード（46）は下側ピストン（45）と一体に形成され
る。各ブレード（41,46）は、対応するピストン（40,45）の外側面から、ピストン（40,4
5）の径方向の外側へ向かって突出している。各ブレード（41,46）の幅（ピストン（40,4
5）の軸方向の長さ）は、対応するピストン（40,45）の高さ（ＨＰＵ,ＨＰＬ）と等しい
。また、各ブレード（41,46）は、それぞれの全長（ピストン（40,45）の径方向の長さ）
が互いに等しい。
【００７４】
　　上側ピストン（40）と一体の上側ブレード（41）は、上側シリンダ（30）のブレード
収容孔（32）に嵌まる。上側ブレード（41）は、上側シリンダ（30）内に形成された圧縮
室（34）を、吸入ポート（33）側の低圧室と、吐出ポート（24）側の高圧室に仕切る。
【００７５】
　　下側ピストン（45）と一体の下側ブレード（46）は、下側シリンダ（35）のブレード
収容孔（37）に嵌まる。下側ブレード（46）は、下側シリンダ（35）内に形成された圧縮
室（39）を、吸入ポート（38）側の低圧室と、吐出ポート（29）側の高圧室に仕切る。
【００７６】
　　　〈ブッシュ〉
　　上側シリンダ（30）と下側シリンダ（35）のそれぞれには、一対のブッシュ（42,47
）が設けられる。各ブッシュ（42,47）は、互いに向かい合う前面が平坦面となり、背面
が円弧面となった小さい板状の部材である。
【００７７】
　　上側シリンダ（30）に設けられた一対のブッシュ（42）は、上側シリンダ（30）のブ
レード収容孔（32）に嵌まった上側ブレード（41）を、両側から挟み込むように配置され
る。上側ピストン（40）と一体の上側ブレード（41）は、このブッシュ（42）を介して上
側シリンダ（30）に揺動自在で且つ進退自在に支持される。本実施形態では、このような
一対のブッシュ（42）と上側ブレード（41）とにより、上側ピストン（40）は、駆動軸（
70）の回転に伴って上側シリンダ（30）の内壁面に沿って公転しながら、上側偏心部（75
）の中心軸（75a）に対して揺動する揺動型ピストンに構成されている。
【００７８】
　　下側シリンダ（35）に設けられた一対のブッシュ（47）は、下側シリンダ（35）のブ
レード収容孔（37）に嵌まった下側ブレード（46）を、両側から挟み込むように配置され
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る。下側ピストン（45）と一体の下側ブレード（46）は、このブッシュ（47）を介して下
側シリンダ（35）に揺動自在で且つ進退自在に支持される。本実施形態では、このような
一対のブッシュ（47）と下側ブレード（46）とにより、下側ピストン（45）は、駆動軸（
70）の回転に伴って下側シリンダ（35）の内壁面に沿って公転しながら、下側偏心部（76
）の中心軸（76a）に対して揺動する揺動型ピストンに構成されている。
【００７９】
　　－駆動軸の詳細な構造－
　　上述したように、駆動軸（70）は、主軸部（72）と、上側偏心部（75）と、中間連結
部（80）と、下側偏心部（76）と、下側連結部（90）と、副軸部（74）とを備えている。
ここでは、駆動軸（70）の詳細な構造について、図６～図１５参照しながら説明する。な
お、この説明における「右」と「左」は、それぞれ図６～図１５における「右」と「左」
を意味する。また、図６～図１５において、「左方」は、第１偏心部である下側偏心部（
76）の偏心方向である第１方向であり、「右方」は、第２偏心部である上側偏心部（75）
の偏心方向である第２方向である。
【００８０】
　［各部の構成］
　　　〈主軸部、副軸部〉
　　上述したように、主軸部（72）と副軸部（74）のそれぞれは、円形断面の柱状あるい
は棒状の部分である。主軸部（72）の中心軸と副軸部（74）の中心軸とは、それぞれが駆
動軸（70）の回転中心軸（70a）と一致する。主軸部（72）の外径は、主軸部（72）の全
長に亘って実質的に一定である。副軸部（74）の外径は、副軸部（74）の全長に亘って実
質的に一定である。図６及び図７に示すように、副軸部（74）の外径は、主軸部（72）の
外径よりも若干小さい。主軸部（72）の半径をＲＭ（第２軸部の半径Ｒ２）とし、副軸部
（74）の半径をＲＳ（第１軸部の半径Ｒ１）とすると、駆動軸（70）は、２ＲＳ＜２ＲＭ

となるように構成されている。
【００８１】
　　なお、主軸部（72）には、上側偏心部（75）に接続する端部（図６における下端部）
がやや括れることにより、上側給油溝（73）が形成されている。上側給油溝（73）には、
給油通路（71）から潤滑油が供給される。
【００８２】
　　　〈上側偏心部、下側偏心部〉
　　上述したように、上側偏心部（75）と下側偏心部（76）のそれぞれは、主軸部（72）
よりも大径の円柱状の部分である。下側偏心部（76）の外径φＤｅＬは、上側偏心部（75
）の外径φＤｅＵよりも小さい（φＤｅＬ＜φＤｅＵ）。上側偏心部（75）と下側偏心部
（76）は、それぞれの高さ（即ち、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）方向の長さ）が互
いに実質的に等しい。また、上側偏心部（75）の高さは上側ピストン（40）の高さＨＰＵ

よりも僅かに低く、下側偏心部（76）の高さは下側ピストン（45）の高さＨＰＬよりも僅
かに低い。
【００８３】
　　また、上側偏心部（75）は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）に対して、下側偏心
部（76）の偏心方向を第１方向とすると、この第１方向とは逆方向の第２方向に偏心して
いる。つまり、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）に対する上側偏心部（75）の偏心方向
は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）に対する下側偏心部（76）の偏心方向と１８０°
異なっている。
【００８４】
　　図６に示すように、上側偏心部（75）の偏心量ｅＵ（第２偏心部の偏心量ｅ２）と、
下側偏心部（76）の偏心量ｅＬ（第１偏心部の偏心量ｅ１）は、互いに等しい（ｅＵ＝ｅ

Ｌ）。なお、上側偏心部（75）の偏心量ｅＵは、上側偏心部（75）の中心軸（75a）と駆
動軸（70）の回転中心軸（70a）との距離である。また、下側偏心部（76）の偏心量ｅＬ

は、下側偏心部（76）の中心軸（76a）と駆動軸（70）の回転中心軸（70a）との距離であ
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る。
【００８５】
　　図６，図７及び図１０において、下側偏心部（76）の半径をＲｅＬ（第１偏心部の半
径Ｒｅ１）とすると、ｒ３は駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から下側偏心部（76）の
外周面までの距離の最小値（ｒ３＝ＲｅＬ－ｅＬ）であり、ｒ４はその距離の最大値（ｒ

４＝ＲｅＬ＋ｅＬ）である。本実施形態の駆動軸（70）において、距離ｒ３は、副軸部（
74）の半径ＲＳよりも小さい。
【００８６】
　　図６，図７及び図１５において、上側偏心部（75）の半径をＲｅＵ（第２偏心部の半
径Ｒｅ２）とすると、ｒ８は駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から上側偏心部（75）の
外周面までの距離の最小値であり（ｒ８＝ＲｅＵ－ｅＵ）、ｒ９はその距離の最大値であ
る（ｒ９＝ＲｅＵ＋ｅＵ）。本実施形態の駆動軸（70）において、距離ｒ８は、主軸部（
72）の半径ＲＭと実質的に等しい。なお、距離ｒ８は、主軸部（72）の半径ＲＭ以上（ｒ

８＝ＲｅＵ－ｅＵ≧ＲＭ）であればよく、必ずしも主軸部（72）の半径ＲＭと等しくなく
てもよい。
【００８７】
　　　〈下側連結部〉
　　図６に示すように、下側連結部（90）は、副軸部（74）と下側偏心部（76）の間に配
置された部分である。図６～図９に示すように、下側連結部（90）は、本体部（91）と強
化部（92）とを有している。本体部（91）と強化部（92）とは一体に形成されている。
【００８８】
　　図７～図９に示すように、本体部（91）は、副軸部（74）の上方に連続して形成され
た駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と同軸で且つ半径が副軸部（74）と同じＲＳ（Ｒ１

）の略円柱形状の部分である。本体部（91）は、駆動軸（70）の径方向において、下側偏
心部（76）の外周面から外側にはみ出さないように第２方向側の一部が切り欠かれている
。具体的には、本体部（91）の第２方向側の一部は、中心軸が下側偏心部（76）の中心軸
（76a）と一致し且つ半径が下側偏心部（76）の半径ＲｅＬと等しい円柱面の一部（円弧
面）で切り欠かれている（図８及び図９参照）。言い換えると、本体部（91）の第２方向
側の外面（91a）は、中心軸が下側偏心部（76）の中心軸（76a）と一致し且つ半径が下側
偏心部（76）の半径ＲｅＬと等しい円柱面の一部（円弧面）で構成されている。
【００８９】
　　また、図６及び図９に示すように、本体部（91）には、副軸部（74）に接続する端部
（図６における下端部）が副軸部（74）よりも細く括れることにより、下側給油溝（93）
が形成されている。下側給油溝（93）は、駆動軸（70）の全周に亘って形成され、給油通
路（71）から潤滑油が供給される。
【００９０】
　　強化部（92）は、本体部（91）の下側給油溝（93）の上方に形成された本体部（91）
の外周部から第１方向側へ膨出した部分である（図７及び図９参照）。図９に示すように
、強化部（92）は、外面（92a,92b）が駆動軸（70）の径方向において下側偏心部（76）
の外周面から外側にはみ出ないように形成される一方、外面（92a,92b）が駆動軸（70）
の径方向において副軸部（74）の外周面よりも外側に位置するように形成されている。
【００９１】
　　具体的には、図９に示すように、強化部（92）の外面（92a,92b）は、中心軸が下側
偏心部（76）の中心軸（76a）と一致し且つ半径が下側偏心部（76）の半径ＲｅＬと等し
い円柱面の一部（円弧面）と中心軸が駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と一致する半径
ｒ２の円柱面の一部（円弧面）とで構成されている。
【００９２】
　　そして、強化部（92）の外面（92a,92b）のうち、第２方向側（図９の右側）の右側
面（92a）は、中心軸が下側偏心部（76）の中心軸（76a）と一致し且つ半径が下側偏心部
（76）の半径ＲｅＬと等しい円柱面の一部（円弧面）で構成されている。駆動軸（70）の
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回転中心軸（70a）から強化部（92）の右側面（92a）までの距離の最小値ｒ１は、副軸部
（74）の半径ＲＳよりも小さい（ｒ１＜ＲＳ）。一方、駆動軸（70）の回転中心軸（70a
）から強化部（92）の右側面（92a）までの距離の最大値は、後述する左側面（92b）を構
成する円柱面の一部（円弧面）の半径ｒ２に等しく、副軸部（74）の半径ＲＳよりも大き
い（ｒ２＞ＲＳ）。このような構成により、強化部（92）の右側面（92a）は、周方向の
中程の部分が副軸部（74）の外周面よりも内側に位置し、周方向の中程の部分以外の両側
の部分が副軸部（74）の外周面よりも外側に位置するように構成される。
【００９３】
　　本実施形態では、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から強化部（92）の右側面（92a
）までの距離の最小値ｒ１は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から下側偏心部（76）
の外周面までの距離の最小値ｒ３と実質的に等しい。つまり、右側面（92a）は、駆動軸
（70）の径方向において、下側偏心部（76）の外周面から外側にはみ出さないように形成
されている。なお、この強化部（92）に関する距離ｒ１は、下側偏心部（76）に関する距
離ｒ３以下であればよい（ｒ１≦ｒ３）。
【００９４】
　　一方、強化部（92）の外面（92a,92b）のうち、第１方向側（図９の左側）の左側面
（92b）は、中心軸が駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と一致する半径ｒ２の円柱面の一
部（円弧面）で構成されている。この左側面（92b）の半径ｒ２は、副軸部（74）の半径
ＲＳよりも大きい（ｒ２＞ＲＳ）。また、左側面（92b）は、駆動軸（70）の径方向にお
いて、下側偏心部（76）の外周面から外側にはみ出さないように形成されている。つまり
、左側面（92b）は、駆動軸（70）の径方向において、下側偏心部（76）の外周面から外
側にはみ出さないように形成されると共に副軸部（74）の外周面よりも外側に位置するよ
うに形成されている。
【００９５】
　　このような構成により、駆動軸（70）の下側偏心部（76）と副軸部（74）との間に、
外面が駆動軸（70）の径方向において下側偏心部（76）の外周面から外側にはみ出ないよ
うに形成された下側連結部（第１連結部）（90）が形成される。このような下側連結部（
90）を設けることにより、ロータリ圧縮機（1）では、後述する圧縮機構（15）の組み立
て工程において、下側ピストン（45）を副軸部（74）側から駆動軸（70）の軸方向に移動
させて下側偏心部（76）に外嵌させる際に、下側ピストン（45）を下側連結部（90）の外
周において駆動軸（70）の径方向に移動させて下側偏心部（76）に外嵌可能な位置（駆動
軸（70）の径方向において下側ピストン（45）の内周面が下側偏心部（76）の外周面の外
側に位置する位置）までずらすことができる（図１６Ａ参照）。詳細な工程については、
後述する。
【００９６】
　　なお、図７に示すＨＣＬは、下側連結部（90）の高さ（即ち、駆動軸（70）の回転中
心軸（70a）方向の長さ）であり、下側連結部（90）の高さＨＣＬは、図７における副軸
部（74）の上端から下側偏心部（76）の下端までの距離と実質的に等しい。そして、強化
部（92）の高さｈ１は、下側連結部（90）の半分の高さよりも高い（ｈ１＞ＨＣＬ／２）
。
【００９７】
　　また、下側連結部（90）は、高さＨＣＬが、下側ピストン（45）の高さＨＰＬよりも
低くなるように形成されている（ＨＣＬ＜ＨＰＬ）。
【００９８】
　　ところで、上述のように、下側ピストン（45）を副軸部（74）側から下側偏心部（76
）に外嵌させる際に、下側ピストン（45）を下側連結部（90）の外周において下側偏心部
（76）に外嵌可能な位置までずらすためには、下側連結部（90）の高さＨＣＬは、下側ピ
ストン（45）の高さＨＰＬよりも高くする必要がある。
【００９９】
　　しかしながら、本実施形態では、下側ピストン（45）に、高さＨが“下側ピストン（
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45）の高さＨＰＬと下側連結部（90）の高さＨＣＬの差”よりも大きく（Ｈ＞ＨＰＬ－Ｈ

ＣＬ）、最大深さＤが“副軸部（74）の半径ＲＳと下側偏心部（76）に関する距離ｒ３（
＝ＲｅＬ－ｅＬ）との差”よりも大きく（Ｄ＞ＲＳ－（ＲｅＬ－ｅＬ））、高さＨが“下
側ピストン（45）の高さＨＰＬと下側連結部（90）の高さＨＣＬの差”よりも大きな内周
溝（48）を形成することにより（Ｈ＞ＨＰＬ－ＨＣＬ）、下側連結部（90）の高さＨＣＬ

を、下側ピストン（45）の高さＨＰＬよりも低く形成している。詳細については後述する
。
【０１００】
　　　〈中間連結部〉
　　図６に示すように、中間連結部（80）は、上側偏心部（75）と下側偏心部（76）の間
に配置された部分である。図６，図７，図１１～図１４に示すように、中間連結部（80）
は、本体部（81）と下側中間強化部（第１中間強化部）（82）と上側中間強化部（第２中
間強化部）（83）とを有している。本体部（81）と下側中間強化部（82）と上側中間強化
部（83）とは一体に形成されている。また、図６及び図７に示すように、下側中間強化部
（82）及び上側中間強化部（83）は、駆動軸（70）の軸方向に一部重なるように形成され
ている。
【０１０１】
　　図７及び図１１～図１４に示すように、本体部（81）は、上側偏心部（75）と下側偏
心部（76）の間において、上側偏心部（75）及び下側偏心部（76）を互いに延長させたと
きに２つの延長部が重なる柱状部分である。具体的には、本体部（81）の外面（81a,81b
）のうち、第２方向側（図１１の右側）の右側面（81b）は、中心軸が下側偏心部（76）
の中心軸（76a）と一致し、且つ半径が下側偏心部（76）の半径ＲｅＬの円柱面の一部（
円弧面）で構成されている。一方、本体部（81）の外面（81a,81b）のうち、第１方向側
（図１４の左側）の左側面（81a）は、中心軸が上側偏心部（75）の中心軸（75a）と一致
し且つ半径が上側偏心部（75）の半径ＲｅＵと等しい円柱面の一部（円弧面）で構成され
ている。そして、本体部（81）は、駆動軸（70）の径方向において、中心軸が駆動軸（70
）の回転中心軸（70a）と一致する半径ｒ５の円柱面から外側にはみ出さないように該円
柱面で一部が切り欠かれている。
【０１０２】
　　下側中間強化部（82）は、下側偏心部（76）に隣接するように設けられ、本体部（91
）の外周部から第１方向側へ膨出した部分である（図７，図１１～図１３参照）。
【０１０３】
　　具体的には、下側中間強化部（82）は、外面（82a）が、中心軸が駆動軸（70）の回
転中心軸（70a）と一致する半径ｒ５の円柱面の一部（円弧面）で構成されている。この
円弧面の半径ｒ５は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から上側偏心部（75）の外周面
までの距離の最小値ｒ８よりも大きく、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から下側偏心
部（76）の外周面までの距離の最大値ｒ４よりも小さい（ｒ８＜ｒ５＜ｒ４）。
【０１０４】
　　このような構成により、下側中間強化部（82）は、第１方向側の領域に形成され、外
面（82a）が駆動軸（70）の径方向において下側偏心部（76）の外周面よりも内側で且つ
上側偏心部（75）の外周面よりも外側に位置するように形成されている。
【０１０５】
　　なお、図７に示すＨＣＭは、中間連結部（80）の高さ（即ち、駆動軸（70）の回転中
心軸（70a）方向の長さ）であり、中間連結部（80）の高さＨＣＭは、図７における下側
偏心部（76）の上端から上側偏心部（75）の下端までの距離と実質的に等しい。そして、
下側中間強化部（82）の高さｈ２は、中間連結部（80）の半分の高さよりも高い（ｈ２＞
ＨＣＭ／２）。
【０１０６】
　　上側中間強化部（83）は、上側偏心部（75）に隣接するように設けられ、本体部（91
）の外周部から第２方向側へ膨出した部分である（図７，図１２～図１４参照）。上側中
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間強化部（83）は、本体部（91）の外周部からの膨出量が小さい下側の小膨出部（84）と
、本体部（91）の外周部からの膨出量が小膨出部（84）に比べて大きい上側の大膨出部（
85）とによって構成されている。駆動軸（70）の軸方向において大膨出部（85）が上側偏
心部（75）に隣接し、小膨出部（84）は大膨出部（85）に隣接している。
【０１０７】
　　図１２に示すように、上側中間強化部（83）の小膨出部（84）は、外面（84a）が、
中心軸が下側偏心部（76）の中心軸（76a）と一致し、且つ半径が下側偏心部（76）の半
径ＲｅＬよりも大きい円柱面の一部（円弧面）で構成されている。図７に示すように、駆
動軸（70）の回転中心軸（70a）から小膨出部（84）の外面（84a）までの距離の最小値ｒ

６は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から下側偏心部（76）の外周面までの距離の最
小値ｒ３よりも大きく、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から上側偏心部（75）の外周
面までの距離の最大値ｒ９よりも小さい（ｒ３＜ｒ６＜ｒ９）。
【０１０８】
　　図１３に示すように、上側中間強化部（83）の大膨出部（85）は、外面（85a）が、
中心軸が駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と一致する半径ｒ７の円柱面の一部（円弧面
）で構成されている。この円弧面の半径ｒ７は、下側中間強化部（82）の外面（82a）を
構成する円弧面の半径ｒ５に等しい（ｒ７＝ｒ５）。また、図７に示すように、大膨出部
（85）の外面（85a）を構成する円弧面の半径ｒ７は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）
から下側偏心部（76）の外周面までの距離の最小値ｒ３よりも大きく、駆動軸（70）の回
転中心軸（70a）から上側偏心部（75）の外周面までの距離の最大値ｒ９よりも小さい（
ｒ３＜ｒ７＜ｒ９）。
【０１０９】
　　このような構成により、上側中間強化部（83）は、第２方向側の領域に形成され、外
面（84a,85a）が駆動軸（70）の径方向において上側偏心部（75）の外周面よりも内側で
且つ下側偏心部（76）の外周面よりも外側に位置するように形成されている。
【０１１０】
　　図７に示すように、上側中間強化部（83）の高さｈ３は、中間連結部（80）の半分の
高さよりも高い（ｈ３＞ＨＣＭ／２）。また、上側中間強化部（83）の小膨出部（84）の
高さｈ４は、大膨出部（85）の高さｈ５よりも低い（ｈ４＜ｈ５）。
【０１１１】
　　このように、下側中間強化部（82）及び上側中間強化部（83）の高さｈ２，ｈ３は、
共に中間連結部（80）の半分の高さよりも高い。つまり、下側中間強化部（82）及び上側
中間強化部（83）は、駆動軸（70）の軸方向に一部重なるように形成されている。そして
、図６，図７，図１３に示すように、下側中間強化部（82）と上側中間強化部（83）の大
膨出部（85）とが駆動軸（70）の軸方向に一部重なる中間連結部（80）の中程の重複部分
（86）は、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に形成されている。具体
的には、重複部分（86）の外面は、下側中間強化部（82）の外面（82a）と上側中間強化
部（83）の大膨出部（85）の外面（85a）とで構成され、断面が駆動軸（70）の回転中心
軸（70a）を中心とする円形状に形成されている。また、上述のように、下側中間強化部
（82）の外面（82a）を構成する円弧面の半径ｒ５と上側中間強化部（83）の大膨出部（8
5）の外面（85a）を構成する円弧面の半径ｒ７は等しい（ｒ５＝ｒ７）。つまり、重複部
分（86）は、中心軸が駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と一致する半径ｒ５（＝ｒ７）
の円柱形状に形成されている。
【０１１２】
　　－内周溝の詳細な構成－
　　上述のように、下側ピストン（45）の内周面には、周方向に延びる内周溝（48）が形
成されている。上述のように、内周溝（48）は、下側ピストン（45）の内周面において、
駆動軸（70）の軸方向における下側連結部（90）側の端部、即ち、図１６Ａにおける下側
ピストン（45）の内周面の下端に沿って形成され、図１６Ａにおける下側ピストン（45）
の下端に開口している。
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【０１１３】
　　図４及び図５に示すように、内周溝（48）は、下側ピストン（45）の内周面において
、周方向の一部に形成されている。具体的には、内周溝（48）は、下側ピストン（45）の
内周面において、下側ブレード（46）の設置位置、即ち、下側ピストン（45）の周方向に
おいて、下側ブレード（46）が設けられる位置から吸入側（吸入ポート（38）側）の半周
の範囲内に形成されている。より具体的には、内周溝（48）は、下側ピストン（45）の周
方向において、下側偏心部（76）の中心軸（76a）に対する下側ブレード（46）の延伸方
向に延びる中心線Ｌの角度位置を０°としたときに、この角度位置（０°）から駆動軸（
70）の回転方向へ３０°だけ進んだ角度位置Ａが始点となり、角度位置（０°）から駆動
軸（70）の回転方向へ１８０°だけ進んだ角度位置Ｂが終点となるように形成されている
。つまり、内周溝（48）は、下側ピストン（45）の内周面において、３０°の角度位置Ａ
から１８０°の角度位置Ｂに亘って形成されている。
【０１１４】
　　また、内周溝（48）は、深さ（下側ピストン（45）の径方向の長さ）の最大値（最大
深さ）Ｄが、副軸部（74）の半径ＲＳと下側偏心部（76）に関する距離ｒ３との差よりも
大きく（Ｄ＞ＲＳ－（ＲｅＬ－ｅＬ））、高さ（下側ピストン（45）の中心軸方向の長さ
）Ｈが、下側ピストン（45）の高さＨＰＬと下側連結部（90）の高さＨＣＬの差（ＨＰＬ

－ＨＣＬ）よりも大きくなるように形成されている。そして、内周溝（48）は、駆動軸（
70）の軸方向から視て副軸部（74）の下側偏心部（76）の外面からはみ出た部分を内包可
能な断面形状に形成されている。
【０１１５】
　　上記ロータリ圧縮機（1）では、このように下側ピストン（45）の内周面に内周溝（4
8）を設けることにより、下側偏心部（76）の外周面と下側ピストン（45）の内周面との
摺動面における潤滑油の粘性せん断損失を低減することにより、機械損失を低減している
。また、このような内周溝（48）を、運転中に圧縮流体によって作用する荷重が比較的小
さい下側ピストン（45）の内周面の吸入側の位置に形成することにより、焼き付きや摩耗
が生じるおそれもない。
【０１１６】
　　ところで、潤滑油の粘性せん断損失を低減して機械損失を低減するためだけに内周溝
（48）を形成するのであれば、その形成位置は、必ずしも下側ピストン（45）の内周面の
下端部である必要はない。
【０１１７】
　　しかしながら、本実施形態では、内周溝（48）を下側ピストン（45）の駆動軸（70）
に取り付ける際に下側ピストン（45）のひっかかり回避にも利用できるように、内周溝（
48）の設置位置を下側ピストン（45）の内周面の下端部にし、さらに、最大深さＤ及び高
さＨが上述の大きさで且つ上述のような断面形状になるように形成している。
【０１１８】
　　このような位置及び大きさの内周溝（48）を形成することにより、下側連結部（90）
の高さＨＣＬを、下側ピストン（45）の高さＨＰＬよりも低く形成しても、下側ピストン
（45）を副軸部（74）側から下側偏心部（76）に取り付けるために、下側ピストン（45）
を下側連結部（90）の外周において駆動軸（70）の径方向に移動させる際に、副軸部（74
）の第２方向側の上端角部が内周溝（48）内に入ることで、副軸部（74）の上端角部が下
側ピストン（45）の内周面にひっかかることなく、下側ピストン（45）を下側偏心部（76
）に外嵌可能な位置までずらすことができる。なお、詳細な下側ピストンの取り付け工程
については後述する。
【０１１９】
　　－圧縮機構の組み立て工程－
　　圧縮機構（15）を組み立てる工程について説明する。圧縮機構（15）を組み立てる際
は、まず、上側プレート部材（60）と下側プレート部材（65）とを順に駆動軸（70）の副
軸部（74）側の端部から上方へ移動させ、中間連結部（80）に取り付ける。その後、下側
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ピストン（45）を同様に駆動軸（70）の副軸部（74）側の端部から上方へ移動させ、下側
偏心部（76）に取り付ける。続いて、下側シリンダ（35）を下側プレート部材（65）の下
方に配置し、リアヘッド（25）を下側シリンダ（35）の下方に配置する。次に、上側ピス
トン（40）を駆動軸（70）の主軸部（72）側の端部から下方へ移動させ、上側偏心部（75
）に取り付ける。続いて、上側シリンダ（30）を上側プレート部材（60）の上方に配置し
、フロントヘッド（20）を上側シリンダ（30）の上方に配置する。そして、積み重ねられ
た状態のフロントヘッド（20）、上側シリンダ（30）、上側プレート部材（60）、下側プ
レート部材（65）、下側シリンダ（35）、及びリアヘッド（25）を、図外の複数本のボル
トによって締結する。
【０１２０】
　　　〈下側ピストンの取り付け工程〉
　　下側ピストン（45）を駆動軸（70）に取り付ける工程について、図１６Ａ～図１６Ｂ
参照しながら説明する。下側ピストン（45）を駆動軸（70）に取り付ける際には、下側ピ
ストン（45）を駆動軸（70）の副軸部（74）の端部から下側偏心部（76）へ向かって駆動
軸（70）の軸方向に移動させてゆく。
【０１２１】
　　まず、下側ピストン（45）に駆動軸（70）の副軸部（74）を挿し通し（図１６Ａ(ａ)
参照）、下側ピストン（45）を下側偏心部（76）に当たる位置（下側連結部（90）の外周
）まで移動させる（図１６Ａ(ｂ)参照）。この状態で、下側ピストン（45）は、図１６Ａ
における内周溝（48）の上端が副軸部（74）の上端よりも上方に位置する。
【０１２２】
　　続いて、下側ピストン（45）を下側連結部（90）の外周において下側偏心部（76）の
偏心方向である第１方向側（図１６Ａにおける左側）へ移動させる（図１６Ａ(ｃ)参照）
。具体的には、下側連結部（90）の外周において、下側ピストン（45）を、下側偏心部（
76）に外嵌可能な位置（駆動軸（70）の径方向において下側ピストン（45）の内周面が下
側偏心部（76）の外周面の外側に位置する位置）まで移動させる。
【０１２３】
　　このとき、下側ピストン（45）の内周面に形成された内周溝（48）が、下側偏心部（
76）の反偏心方向である第２方向側（図１６Ａにおける右側）に位置するように、下側ピ
ストン（45）を回転させておく。この状態で、下側ピストン（45）を、下側偏心部（76）
の偏心方向である第１方向側（図１６Ａにおける左側）へ移動させる。このようにするこ
とにより、副軸部（74）の第２方向側において下側連結部（90）よりも外側へ出っ張った
上端角部が、下側ピストン（45）の内周溝（48）内に入るため、下側ピストン（45）の内
周面に副軸部（74）の第２方向側の上端角部がひっかかることなく、下側ピストン（45）
を下側偏心部（76）に外嵌可能な位置まで移動させることができる。
【０１２４】
　　そして、下側ピストン（45）を下側偏心部（76）側へ駆動軸（70）の軸方向に移動さ
せ、下側偏心部（76）に下側ピストン（45）を外嵌する（図１６Ｂ(ｄ)及び(ｅ)参照）。
下側ピストン（45）を図１６Ｂ(ｅ)に示す位置にまで移動させると、駆動軸（70）への下
側ピストン（45）の取り付けが完了する。
【０１２５】
　　－運転動作－
　　ロータリ圧縮機（1）の運転動作について、図１～４を参照しながら説明する。
【０１２６】
　　電動機（10）が駆動軸（70）を駆動すると、圧縮機構（15）の各ピストン（40,45）
が駆動軸（70）によって駆動され、各シリンダ（30,35）内でピストン（40,45）が変位す
る。各シリンダ（30,35）では、ピストン（40,45）の変位に伴って、圧縮室（34,39）の
高圧室と低圧室の容積が変化する。そして、各シリンダ（30,35）では、吸入ポート（33,
38）から圧縮室（34,39）へ冷媒を吸入する吸入行程と、圧縮室（34,39）へ吸入した冷媒
を圧縮する圧縮行程と、圧縮した冷媒を吐出ポート（24,29）から圧縮室（34,39）の外部
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へ吐出する吐出工程とが行われる。
【０１２７】
　　上側シリンダ（30）の圧縮室（34）において圧縮された冷媒は、フロントヘッド（20
）の吐出ポート（24）を通ってフロントヘッド（20）の上方の空間へ吐出される。下側シ
リンダ（35）の圧縮室（39）において圧縮された冷媒は、リアヘッド（25）の吐出ポート
（29）を通って圧縮室（39）から吐出され、圧縮機構（15）に形成された通路（図示省略
）を通ってフロントヘッド（20）の上方の空間へ流入する。圧縮機構（15）からケーシン
グ（2）の内部空間へ吐出された冷媒は、吐出管（6）を通ってケーシング（2）の外部へ
流出してゆく。
【０１２８】
　　ケーシング（2）の底部には、潤滑油が貯留されている。この潤滑油は、駆動軸（70
）に形成された給油通路（71）を通って圧縮機構（15）へ供給され、圧縮機構（15）の摺
動箇所へ供給される。具体的に、潤滑油は、主軸受部（22）及び副軸受部（27）と駆動軸
（70）の間、偏心部（75,76）の外周面とピストン（40,45）の内周面の間などへ供給され
る。また、潤滑油の一部は、圧縮室（34,39）へ流入し、圧縮室（34,39）の気密性を高め
るために利用される。
【０１２９】
　　ケーシング（2）の内部空間の圧力は、圧縮機構（15）から吐出された高圧冷媒の圧
力と実質的に等しい。このため、ケーシング（2）内に貯留された潤滑油の圧力も、圧縮
機構（15）から吐出された高圧冷媒の圧力と実質的に等しい。従って、圧縮機構（15）に
は、高圧の潤滑油が供給される。
【０１３０】
　　圧縮機構（15）の摺動箇所へ供給された潤滑油は、その一部が中間プレート（50）の
中央孔（51）へ流入する。この中央孔（51）には、主に、上側偏心部（75）の外周面と上
側ピストン（40）の内周面の間へ供給された潤滑油の一部が流入する。このため、中間プ
レート（50）の中央孔（51）の壁面と駆動軸（70）の中間連結部（80）の外面とに挟まれ
た空間は、高圧の潤滑油で満たされた状態となる。駆動軸（70）の中間連結部（80）は、
潤滑油で満たされた中間プレート（50）の中央孔（51）において回転する。
【０１３１】
　　－実施形態１の効果－
　　本実施形態１によれば、下側偏心部（76）の半径ＲｅＵから下側偏心部（76）の偏心
量ｅＵを減じた長さ、即ち、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から下側偏心部（76）の
第２方向（反偏心方向）の外面までの長さ（駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から下側
偏心部（76）の外面までの長さの最小値ｒ３）が、副軸部（74）の半径ＲＭよりも小さく
なるように構成されている。つまり、本実施形態１では、下側偏心部（76）を、第２方向
側（反偏心側）の外面が副軸部（74）の第２方向側（反偏心側）の外面に対して第１方向
側（偏心側）に凹むように構成することで、下側偏心部（76）の径を大きくすることなく
偏心量のみを増大させている。そして、このような構成により、下側シリンダ（35）と下
側ピストン（45）の摺動損失を増大させずに容量の増大を図ることができる。
【０１３２】
　　ところで、上述のように駆動軸（70）の第２方向側の外面が下側偏心部（76）で偏心
側へ凹んだ状態では、下側ピストン（45）を副軸部（74）側から駆動軸（70）の軸方向に
移動させながら下側偏心部（76）に組付ける際に、下側ピストン（45）が下側偏心部（76
）の軸方向端面に当接してそれ以上軸方向に移動させられず、下側ピストン（45）を下側
偏心部（76）に取り付けることができない。
【０１３３】
　　そこで、本実施形態１では、下側偏心部（76）と副軸部（74）との間に、外面が駆動
軸（70）の径方向において下側偏心部（76）の外面から外側にはみ出ないように形成され
た下側連結部（90）を設けることとした。このような下側連結部（90）を設けることによ
り、下側ピストン（45）を下側偏心部（76）に組付ける際に下側ピストン（45）を下側偏
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心部（76）に外嵌可能な位置までずらすためのスペースを確保している。つまり、上記ロ
ータリ圧縮機（1）では、下側ピストン（45）を副軸部（74）側から駆動軸（70）の軸方
向に移動させて下側偏心部（76）に外嵌させる際に、下側ピストン（45）を下側連結部（
90）の外周において駆動軸（70）の径方向に移動させて下側偏心部（76）に外嵌可能な位
置（駆動軸（70）の径方向において下側ピストン（45）の内周面が下側偏心部（76）の外
周面の外側に位置する位置）までずらすことができる。このようにして下側連結部（90）
の外周において下側ピストン（45）をずらした後、再び、下側ピストン（45）を駆動軸（
70）の軸方向に移動させることで下側ピストン（45）を下側偏心部（76）に取り付けるこ
とができる。つまり、本実施形態１によれば、下側偏心部（76）の径を増大させることな
く偏心量のみを増大させても、下側ピストン（45）を下側偏心部（76）に組付けることが
できる。
【０１３４】
　　ところで、第２方向側の外面が副軸部（74）の第２方向側の外面に対して第１方向側
へ凹んだ第１連結部（90）の第１方向側の外面まで副軸部（74）の第１方向側の外面から
はみ出さないように揃えると、該第１連結部（90）は副軸部（74）よりも細くなり、駆動
軸（70）が第１連結部（90）でくびれて撓み易くなる。
【０１３５】
　　そこで、本実施形態１では、このような第１連結部（90）に、外面が駆動軸（70）の
径方向において副軸部（74）の外面よりも外側に位置する強化部（92）を設けることにし
た。そのため、第１連結部（90）を、第２方向側の外面が副軸部（74）の第２方向側の外
面に対して第１方向側へ凹むように形成しても、強化部（92）によって第１連結部（90）
が太く形成されるため、駆動軸（70）の撓みを抑制することができる。
【０１３６】
　　また、本実施形態１によれば、第１偏心部（76）と第２偏心部（75）とを連結する中
間連結部（80）の第１方向側の領域に、外面が第１偏心部（76）の外面よりも内側で且つ
第２偏心部（75）の外面よりも外側に位置する第１中間強化部（82）を第１偏心部（76）
に隣接して設けることとした。このような第１中間強化部（82）を設けることにより、偏
心回転する第１偏心部（76）と第２偏心部（75）との間の中間連結部（80）の第１偏心部
（76）寄りの部分を太く形成することができる。従って、駆動軸（70）の撓みを抑制する
ことができる。
【０１３７】
　　また、本実施形態１によれば、第１偏心部（76）と第２偏心部（75）とを連結する中
間連結部（80）の第２方向側の領域に、外面が第２偏心部（75）の外面よりも内側で且つ
第１偏心部（76）の外面よりも外側に位置する第２中間強化部（83）を第２偏心部（75）
に隣接して設けることとした。このような第２中間強化部（83）を設けることにより、偏
心回転する第１偏心部（76）と第２偏心部（75）との間の中間連結部（80）の第２偏心部
（75）寄りの部分も太く形成することができる。従って、駆動軸（70）の撓みをより抑制
することができる。
【０１３８】
　　また、本実施形態１によれば、中間連結部（80）において第１中間強化部（82）と第
２中間強化部（83）とが駆動軸（70）の軸方向に一部重なり、一部重なる中間連結部（80
）の中程の重複部分（86）を駆動軸（70）の回転中心軸（70a）と同軸の円柱形状に形成
することとした。このように中間連結部（80）の軸方向の中間部において第１中間強化部
（82）と第２中間強化部（83）とが重なる重複部分（86）を円柱形状に形成することによ
り、中間連結部（80）の軸方向の中間部を太く形成することができる。従って、駆動軸（
70）の撓みをより抑制することができる。
【０１３９】
　　ところで、偏心部を複数備えた多気筒ロータリ圧縮機において、径を大きくすること
なく偏心量のみを増大させた偏心部を、駆動軸において電動機が連結されて副軸部よりも
大径の主軸部側に設けると、従来のロータリ圧縮機のように、主軸部の偏心部に隣接する
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一部分の反偏心側の外面を切り欠かかなければピストンを偏心部に外嵌可能に構成できな
い。このような構成では、駆動軸において電動機が連結されて大きな強度が求められる主
軸部の偏心部に隣接する部分の径が小さくなるため、駆動軸の撓みが大きくなるおそれが
ある。
【０１４０】
　　これに対し、本実施形態１によれば、径を大きくすることなく偏心量のみを増大させ
た下側偏心部（76）を、駆動軸（70）の電動機（10）が連結された大径の主軸部（72）側
に設けるのではなく、該主軸部（72）よりも小径の副軸部（74）側に設けることとした。
そのため、下側ピストン（45）を下側偏心部（76）に外嵌可能に構成するために第２方向
側の外面が第１方向側へ凹んだ下側連結部（90）も、大径の主軸部（72）ではなく小径の
副軸部（74）に連結されることとなる。よって、駆動軸（70）において電動機（10）が連
結されて大きな強度が求められる主軸部（72）の強度低下を招くことがなく、駆動軸（70
）の撓みの増大を抑制することができる。
【０１４１】
　　また、本実施形態１によれば、下側偏心部（76）を上側偏心部（75）よりも小径に形
成した。そのため、中間プレート（50）の取り付けに際し、該中間プレート（50）を駆動
軸（70）の副軸部（74）側から小径の下側偏心部（76）の外周を通過させて下側シリンダ
（35）と上側シリンダ（30）との間に取り付けるようにすることで、中間プレート（50）
の中央孔（51）の孔径を大径化させることなく中間プレート（50）を容易に下側シリンダ
（35）と上側シリンダ（30）との間に取り付けることができる。
【０１４２】
　　また、本実施形態１では、駆動軸（70）の回転中心軸（70a）から上側偏心部（75）
の外周面までの距離の最小値である距離ｒ８が、主軸部（72）の半径ＲＭ以上（ｒ８＝Ｒ

ｅＵ－ｅＵ≧ＲＭ）となるように駆動軸（70）を構成している。つまり、上側偏心部（75
）において駆動軸（70）の外面が偏心側へ凹まないように駆動軸（70）を構成している。
そのため、下側ピストン（45）及び上側ピストン（40）を下側偏心部（76）及び上側偏心
部（75）に組付ける際に、下側ピストン（45）は副軸部（74）側から、上側ピストン（40
）は主軸部（72）側から駆動軸（70）を挿入することによって組付けることができる。こ
れにより、上側ピストン（40）を、下側偏心部（76）を乗り越えさせて上側偏心部（75）
に組付けるようなことなく、直接、上側偏心部（75）に組付けることができる。従って、
本実施形態１によれば、組立性を向上させることができる。
【０１４３】
　　《その他の実施形態》
　　上記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【０１４４】
　　上記実施形態１では、第１連結部を副軸部（74）と下側偏心部（76）との間に形成し
、駆動軸（70）を、ＲｅＬ－ｅＬ＜ＲＳを満たすように構成していたが、本発明に係る第
１連結部を主軸部（72）と上側偏心部（75）との間に形成し、駆動軸（70）を、ＲｅＵ－
ｅＵ＜ＲＭを満たすように構成してもよい。
【０１４５】
　　具体的には、上記実施形態１では、下側シリンダ（35）が第１シリンダ、下側ピスト
ン（45）が第１ピストン、下側偏心部（76）が第１偏心部、副軸部（74）が第１軸部、上
側シリンダ（30）が第２シリンダ、上側ピストン（40）が第２ピストン、上側偏心部（75
）が第２偏心部、主軸部（72）が第２軸部、下側偏心部（76）の半径ＲｅＬが第１偏心部
の半径Ｒｅ１、副軸部（74）の半径ＲＳが第１軸部の半径Ｒ１、下側偏心部（76）の偏心
量ｅＬが第１偏心部の偏心量ｅ１を構成し、第１連結部を副軸部（74）と下側偏心部（76
）との間に形成し、駆動軸（70）を、ＲｅＬ－ｅＬ＜ＲＳを満たすように構成していた。
これを、上側シリンダ（30）が第１シリンダ、上側ピストン（40）が第１ピストン、上側
偏心部（75）が第１偏心部、主軸部（72）が第１軸部、下側シリンダ（35）が第２シリン
ダ、下側ピストン（45）が第２ピストン、下側偏心部（76）が第２偏心部、副軸部（74）
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が第２軸部、上側偏心部（75）の半径ＲｅＵが第１偏心部の半径Ｒｅ１、主軸部（72）の
半径ＲＭが第１軸部の半径Ｒ１、上側偏心部（75）の偏心量ｅＵが第１偏心部の偏心量ｅ

１を構成し、第１連結部を主軸部（72）と上側偏心部（75）との間に形成し、駆動軸（70
）を、ＲｅＵ－ｅＵ＜ＲＭを満たすように構成してもよい。
【０１４６】
　　また、上記実施形態１のように、本発明に係る第１連結部を副軸部（74）と下側偏心
部（76）との間、及び、主軸部（72）と上側偏心部（75）との間のそれぞれに形成し、駆
動軸（70）を、ＲｅＬ－ｅＬ＜ＲＳ、及び、ＲｅＵ－ｅＵ＜ＲＭを満たすように構成して
もよい。
【０１４７】
　　また、上記実施形態１では、副軸部（74）は、主軸部（72）よりも小径（２ＲＳ＜２
ＲＭ）に形成されていたが、副軸部（74）は、主軸部（72）と略同径（２ＲＳ＝２ＲＭ）
に形成されていてもよい。
【０１４８】
　　また、上記実施形態１では、圧縮機構（15）が、上側シリンダ（30）と下側シリンダ
（35）とを有する所謂２気筒の圧縮機構に構成されていた。しかしながら、圧縮機構（15
）は、下側シリンダ（35）のみを備えた１気筒の圧縮機構であってもよい。
【０１４９】
　　また、上記実施形態１では、中間プレート（50）を、上側プレート部材（60）と下側
プレート部材（65）とで構成していたが、１枚のプレート部材で構成することとしてもよ
く、３枚以上のプレート部材で構成することとしてもよい。
【０１５０】
　　また、上記実施形態１では、ロータリ圧縮機（1）は、所謂揺動ピストン型のロータ
リ圧縮機に構成されていた。本発明に係るロータリ圧縮機（1）は、ロータリ圧縮機であ
ればよく、揺動ピストン型のロータリ圧縮機でなくてもよい。例えば、ローリングピスト
ン型のロータリ圧縮機であってもよい。
【０１５１】
　　さらに、本発明に係るロータリ圧縮機（1）は、ブレード（41,46）がピストン（40,4
5）と別体に形成された揺動ピストン型のロータリ圧縮機であってもよい。具体的には、
一対のブッシュ（42,47）を有さず、ピストン（40,45）と別体のブレード（41,46）がシ
リンダ（30,35）に形成されたブレード溝に進退自在に支持され、ピストン（40,45）が、
外周面にブレード（41,46）の先端部が嵌まる凹部を有し、駆動軸（70）の回転に伴い、
凹部に嵌まるブレード（41,46）の円柱面からなる先端部に摺接して揺動するように構成
された揺動ピストン型のロータリ圧縮機であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１５２】
　　以上説明したように、本発明は、流体を吸入して圧縮するロータリ圧縮機について有
用である。
【符号の説明】
【０１５３】
　　　　　　１　　　ロータリ圧縮機
　　　　　１０　　　電動機
　　　　　２０　　　フロントヘッド（端板）
　　　　　２２　　　主軸受部（第２軸受部）
　　　　　２５　　　リアヘッド（端板）
　　　　　２７　　　副軸受部（第１軸受部）
　　　　　３０　　　上側シリンダ（第２シリンダ）
　　　　　３４　　　圧縮室（第２圧縮室）
　　　　　３５　　　下側シリンダ（第１シリンダ）
　　　　　３９　　　圧縮室（第１圧縮室）
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　　　　　４０　　　上側ピストン（第２ピストン）
　　　　　４５　　　下側ピストン（第１ピストン）
　　　　　５０　　　中間プレート（中間端板）
　　　　　５１　　　中央孔
　　　　　７０　　　駆動軸
　　　　　７０ａ　　回転中心軸
　　　　　７２　　　主軸部（第２軸部）
　　　　　７４　　　副軸部（第１軸部）
　　　　　７５　　　上側偏心部（第２偏心部）
　　　　　７６　　　下側偏心部（第１偏心部）
　　　　　８０　　　中間連結部
　　　　　８２　　　下側中間強化部（第１中間強化部）
　　　　　８３　　　上側中間強化部（第２中間強化部）
　　　　　８６　　　重複部分（一部）
　　　　　９０　　　下側連結部（第１連結部）
　　　　　９２　　　強化部

【図１】 【図２】
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